
(20)土木工学散青における学士力の考察              
‐

CCC土木工学運営委員会は、21年 9月、10月 、11月 の3回開催した。土木工学
分野では、土木工学の専門基礎の理解、総合的なマネジメントカ、技術者倫理、自然環

境と社会基盤との調和を踏まえた提案力を踏まえてとりまとめた.そ の上で、サイバー

FD3究員245人 に意見を求めたところ、28人 (11%)か ら意見が寄せられ、書せ
られた意見を踏まえて、以下の通りとりまとめた。ここでは、「 ヨア・ カリキュラムの

イメ…ジ」、「 測定方法」を割愛したのでt詳細は資料編 【資料 5】 を参照されたい。
【到違目標1】
構造力学系、測量系、地盤系、コンクリート系、水理系など、土木工学の専門基礎を身に付けてい

る。
【到達魔】
① 数学や枷理、情報技術などの工学的墓薔知出を身に付けている.
② 身につけた工学知識をもとに土木工学の基礎的な計算技術を身に付けている。
0 土木工学に必要な善●実験技術を身に付けている.
【到違日● 2】

「計画、設計、施工、織持。管理、更新」を総合的にマネジメントする観点から各工程の仕組みを
理解できる.
【ヨ喘ヨ田鼈】
① 安全性、経済性、機能性及び■境に配慮し、計画、設計、施工、維持・ 管理、更新の概念およ
び方法綸を理解している.
0事業工目全体の仕組みを理解し、概念や方法論と関連付けることができる.
【到逮E4H8】
社会奉彙整備において、技術者倫理の重要性を認餞し、自然環境および社会に及ぼす影響・効果の
重大性を理解している.
【到連魔】
O 土木事業により安全・安心に暮らせる社会基盤を共通費産であることを理解している。
② 土木事業と自然置壇の共年について澤解している.
0生 活や経済産業を支える観点から土木事業を理解している.
0 技術者倫理を持ち、法を連守することの重要性を理解している。
【到違目■ 4】
自然・社会。文化。歴史などに親しみ、社会基盤整備に関する新しい考え方、方法、技術などを提
案できる

`【到趣魔】
① 自然。社会・文化。歴史などと との調和を踏まえた凛■を自ら設定できる。



(20)土木工学教育における情報教育
CCC土木工学運営委員会は、学士力考察をとりまとめの後、21年 12月 、22年 1月

に2回開催した。検討では、簡単なプログラム作成、分析にシミュレ
ーションソフトの

利用と結果の確認、情報通信技術を複数用いた解の検EEなどをとりあげた。

【
型栞呈撃:問題発見、解決のための基礎的な情報処理能力を身に付けている。
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ン)などを取り量える。
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籍L物に関する情報、社会基盤整備に必要な情報や地域情報等の講義とそれらを
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瑠 着「 贅署?翼蛋言量して、収集した情報の検索先、情報量等を測定する
ことにより情報収集能力

②l「霊喜思Lしての発表資料、レポート成果物により、情報処理能力を確認する。

早 華星悟農術を活用して、土木工学の問題を分析するために必要な情報
のシステム化、情報の統合

化の仕組みを理解できる.【
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Oユ:適切な情報を綸拠としてレポートを作成させ、綸理的に説明させる。

【到蔵
518arettll、 プレゼンテーシヨンによつて、情報技術を活用した分析・評
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能力を確

認する.

【
認義最糟殺キを活用した「解」の信頼性、合理性、妥当性を検討でき

る。

F3・
里楽工学技術者に求められる倫理的督判囁■準を持つこと力

1できる。

0 「解」の信頼性、合理性、長彗理あ晨断を複数の手法で取り組む
ことができる。

1観蜜,宮墓警褒喜摯み故・失敗例を情響通信技術で可視化し、それをもと
にディスカツシヨンを行

②は:警解i菅富tttFh報通信技術を含めた複数の方法で検討させる。

【到違
ぁ腎
認
97妥言号しョンにおける発言内容によつて、情報活用の有用性と限界について理解度


